
ヘビはその姿や動きから嫌悪されがちですが、一方で神として古代から信仰されているこ
とも事実です。ヘビに対する「畏れ」や「敬い」を含んだ複雑な思いや願いは、あらゆる
ものに姿を変え、現代の私たちのくらしに脈々と受け継がれています。
この講座では元巫女の演者が、愛媛県に生息するヘビの種類や生態をはじめ、松山市の神
社とヘビの関係、くらしの中のヘビにつながるものなどについて解説します。

◆話題提供 山路 稜子さん

【お申し込み】 お名前、電話番号、e-mailアドレスを、下記e-mailアドレスあてにお知らせください。

今回は会場に集っての開催ではなく、Zoomによるオンライン開催です。お申込みの方にZoomURLを

返信いたします。（個人情報は適正に管理し、当事業関係のご連絡にのみ使用します。）

ＮＰＯ法人 森からつづく道 e-mail：info@morimichi.org

【主 催】ＮＰＯ法人森からつづく道 http://morimichi.org

令和４年

6月14日（火）
19：00～20：15

自然に関心がある人 30人

無料参加費

Zoomによるオンライン開催

日 時

対 象

第37回
サイエンスカフェえひめ

くらしの中のヘビ
〜嫌われもの？神様？
切っても切れない人と
ヘビのつながり〜

「やまじるし」は愛媛県
久万高原町に暮らす
夫婦のユニットです。
演者は主に自然の中
でのインタープリテー
ション（ガイド）やイベン
ト、講演、広報等を担
当しています。

【お話しの流れ】
1. 愛媛にすむヘビ
2. ヘビが神になるまで
3. 松山市の蛇神を祀る神社
4. 姿を変えてくらしに根付いたヘビ


